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 ４月８日のスタート直後、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために臨時休業に入り、約２ヵ月が

過ぎました。前年度３月の臨時休業から考えると、すでに約３ヵ月になります。しかし、大型連休中の

「ステイ ホーム」等の取組により、ようやく感染拡大の勢いに衰えが感じられるようになり、いよいよ

６月１日（月）より学校を再開できることとなりました。待ちに待った再スタートです。 

 保護者・地域の皆様には、臨時休業中の子どもたちの学習や生活にご支援、ご協力をいただき、たい

へん助けていただきました。ありがとうございました。 

これから子どもたちが学校にもどってきます。子どもたちの学校生活がスムーズに再スタートできま

すように、引き続きお力添えいただきますようよろしくお願いいたします。 

 

 ただ、新型コロナウイルスは、完全に消滅したわけではありません。ワクチン等もまだ完成していま

せん。文部科学省の通知にも『新型コロナウイルス感染症とともに生きていかなければならない』と書

かれています。そこで、学校再開にあたり、当面の学校の取組や基本的な考え方についてお知らせした

いと思います。 

 

１ 感染症対策について 

(1).基本的な感染症対策の実施 

感染症対策のポイントは，「感染源を絶つこと」「感染経路を絶つこと」「抵抗力を高めること」であ

ることを踏まえ、以下のような取組を行います。 

①感染源を絶つこと 

次の方法により発熱等の風邪の症状がみられる児童は、自宅での休養をお願いします。 

・各ご家庭で、毎朝の検温及び風邪症状の確認をお願いします。 

・登校前に確認できなかった児童については、教室等で検温及び風邪症状の確認を行います。 

※発熱等の風邪症状による自宅での休養は、「欠席」扱いではありません。（当面の期間） 

②感染経路を絶つこと 

・手洗いや咳エチケットを徹底します。 

・児童下校後、職員が分担して教室やトイレなど児童が利用する場所のうち、特に多くの児童が手

を触れる箇所（ドアノブ、手すり、スイッチなど）の消毒を行います。 

③抵抗力を高めること 

免疫力を高めるため、十分な睡眠、適度な運動やバランスのとれた食事を心がけるよう指導します。 



(2).３密を避ける 

  ・換気の悪い密閉状態  ・多くの人の密集状態  ・近距離での会話や発声等の密接状態 

  上記のような３つの条件が同時に重なる場を避けるよう絶えず注意を払います。 

 ①換気の悪い密閉空間にしないための換気の徹底 

 ②多くの人が手の届く距離に集まらないための配慮 

 ③近距離での会話や大声での発生をできる限り控える 

(3).学校での２大対策 

 ①換気の徹底（教室等のこまめな換気の実施：可能であれば２方向の窓・衣服による温度調節） 

 ②マスクの使用（日常的な使用：近距離での会話や発声時の飛沫の予防）教員も着用します。 

 

２ 給食に関すること 

(1).手洗いの徹底   給食当番はもとより、児童全員が食事の前の手洗いを徹底します。 

(2).準備や配膳に関すること 

給食の配食を行う児童生徒及び教職員は、下痢，発熱，腹痛，嘔吐等の症状の有無、衛生的な服装

をしているか、手指は確実に洗浄したか等、給食当番活動が可能であるかを毎日点検し、適切でない

と認められる場合は給食当番を交代するようにします。 

また、給食前に各児童の机上を消毒します。毎日、消毒用の布（布巾や台拭き用布：個人用）を持

たせていただきますようお願いします。（毎日持って帰ります。洗って交換してください。） 

(3).食事に関すること 

会食にあたっては、飛沫を飛ばさないよう、例えば、机を向かい合わせにしない、または会話を控

えるようにします。 

 

３ 学習に関すること 

(1).未履修内容の学習について 

  昨年度３月および今年度４月、５月での学習内容については、現在、各学級担任が６月以降の学習

を計画する中で検討を進めてい

ます。県教委より示された手立て

を参考に、今後の学習の中で抜け

落ちなく勉強できるように計画

をしています。 

 

(2).授業時数について 

  ３～５月の臨時休業中に失った授業時間については、今後、夏季休業および冬季休業の短縮や校時

変更等により補っていきます。ご理解、ご協力をお願いいたします。ただ、すべての時間数を回復す

ることは難しいため、上記の(1)に関連して学習方法の工夫等により、まず内容が抜け落ちないこと

を大切にしていきます。休業中の授業日等については、別紙にてお知らせします。 

(3).学習内容や方法について 

  新型コロナウイルス感染症の影響で、これまで通りの学習が困難になった内容があります。例えば、

音楽科の合唱や家庭科の実習、体育科の表現運動やゲームなどです。今後、家庭学習等の方法でご協

力いただくことがあります。ご理解ご支援をお願いいたします。 

(4).学校行事について 

  ３密回避に関わり、実施が難しくなったものが多数あります。別途お知らせします。 

「未履修内容の学習方法」について（例） 

 A 家庭学習等補習によるもの 

 B 休業明けに授業を行う（教育課程に位置付ける）もの 

 C 新学年の授業内容に結び付けてふれるもの 

 D その他（例えば、ＡとＢの両方が含まれる場合など） 


